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テ
ー
マ
：
「
防
災
意
識
の
向

上
」
に
つ
い
て 

講 

師
：
北
淡
震
災
記
念
公
園 

 

野
島
断
層
保
存
館 

震
災 

の
語
り
部 

城
本
正
守
氏 

日 

時
：
平
成
１８
年
１
月
１４

日
PM
２
：
０
０
〜
４
：
０
０ 

概 

要 

１
・
自
然
災
害
は
避
け
ら

れ
な
い
が
、
被
害
を
最
小
に

す
る
た
め
に
日
頃
の
心
が
け

と
対
策
が
必
要
。 

 

危
険
意
識
を
常
に
持
ち
・

遠
回
り
で
も
安
全
な
通
路
を
。 

２
・
一
生
に
は
、
２
〜
３

度
の
大
き
な
災
害
に
合
う
の

で
は
な
い
か
。 

３
・
地
震
の
発
生
時
の
状
況
。 

 

最
初
異
様
な
音
が
し
た 

↓
大
き
な
上
下
動
・
３
回 

↓
横
揺
れ
（
１８
ｃ
ｍ
）
動
け

る
状
況
で
は
な
い
。 

 

地
震
が
来
た
ら
、
ガ
ス
や

電
源
を
切
れ
と
言
わ
れ
る
が
、

震
源
地
で
は
人
は
動
け
な
い
。 

４
・
人
の
救
助
に
最
初
に

役
に
た
っ
た
の
は
、
大
き
な

機
材
で
な
く
、
ノ
コ
ギ
リ
や

ス
コ
ッ
プ
だ
っ
た
。 

５
・
北
淡
町
被
害
状
況 

① 

死
者
３９
名
、 

②
北
淡
町
で
は
、
３
，
７

０
０
家
屋
の
内
、
１
，
０
２

０
家
屋
が
完
全
に
崩
壊
、
１
，

７
０
０
家
屋
が
半
崩
壊
。 

６
・
な
ぜ
死
者
が
少
な
か

っ
た
か
。 

 

①
冬
場
の
早
朝
で
就
眠
中

で
あ
っ
た
。 

 
②
火
（
炊
事
）
を
使
う
前

の
時
間
だ
っ
た
。 

 

③
そ
れ
以
上
に
重
要
な
事

は
、
隣
近
所
の
つ
き
合
い
の

良
さ
・
人
の
仲
が
良
い
。 

 

（
家
族
構
成
・
家
族
の
人

数
の
把
握
が
出
来
て
い
た
） 

 

④
対
策
本
部
が
す
ぐ
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。 

 

対
策
本
部
（
４６
分
後
設
立
）

行
政
・
自
主
消
防
団
・
自

治
会
・
福
祉
委
員
会
・
等 

 

夕
方
４
時
に
は
行
方
不
明

者
な
し
の
宣
言
が
出
来
た
。 

７
・
避
難
生
活
・
仮
設
住

宅
で
の
注
意 

 

①
老
人
ほ
ど
気
ま
ま
・
・
・

共
同
生
活
が
出
来
る
よ
う
に 

②
独
居
老
人
は
、
２
人
以

上
で
生
活
す
る
。 

孤
独
死
は
今
ま
で･

･
･

０ 

８
・
初
期
救
助
活
動 

 

初
期
救
助
活
動
は
、
隣
近

所
の
救
助
活
動･

･
･

生
死
を

分
け
る
。 

 

北
淡
町
で
は
、
消
防
団
・

自
治
会
の
活
動
が
良
か
っ
た
。 

 

独
居
老
人
の
リ
ス
ト
を
消

防
と
警
察
に
届
け
て
置
い
た
。

（
福
祉
委
員
会
） 

９
・
立
ち
直
り･

･
･

気
力 

 

震
災
後
、
崩
壊
し
た
自
分

の
家
を
見
て
、
虚
脱
状
態
で

何
も
出
来
な
い
。 

１１
年
た
っ
て
も
脱
出
出
来

な
い
人
が
い
る･
･
･

仮
設
住

宅
か
ら
出
ら
れ
な
い
。 

（
心
の
ケ
ア
ー
を
し
て
速

く
脱
出
出
来
る
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
） 

１０
・
そ
の
他 

①
非
常
持
ち
出
し
品
で
携

帯
ラ
ジ
オ
は
大
事
。 

②
家
の
耐
震
診
断
を
し
自

分
の
家
に
安
心
の
心
を
持
っ

て
住
む
。 

③
対
策
本
部
に
不
要
な
電

話
を
し
な
い
。 

④
ボ
ラ
ン
テ
ア
イ
活
動
の

方
が
、
救
援
物
資
の
受
け
付

け
仕
分
け
・
配
布
ま
で
し
て

く
れ
た
。 

１１
・
震
災
の
風
化 

パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
震
災
の
経
験
を

後
世
に
伝
え
、
何
時
も
心
構

え
が
大
切
。 

淡
路
高
校
の
学
生
が
、
聞

い
た
事
を
ビ
デ
オ
や
紙
芝
居

に
し
て
伝
え
る
活
動
を
し
て

い
る
。 

 
 
 

Ｓ
・
Ｏ 

遺
憾
！ 

予
算
決
済
の
一
夜
漬
け 

平
成
十
七
年
度
も
、
後
２
ヶ

月
。
毎
年
市
内
で
は
此
の
時

期
、
即
ち
年
度
末
に
な
る
と

あ
ち
こ
ち
道
路
を
掘
り
起
し

て
ま
た
埋
め
る
。
終
っ
た
と

思
っ
た
ら
そ
の
近
く
で
ま
た

掘
り
起
こ
し
て
ま
た
埋
め
る
。

補
修
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。 

そ
の
年
の
予
算
は
使
い
切

っ
て
し
ま
わ
な
い
と
翌
年
度

の
予
算
に
変
動
が
あ
る
と
か
。 

一
年
は
３
６
５
日
、
年
度

末
だ
け
あ
ち
こ
ち
の
道
路
が

支
障
を
起
こ
す
の
か
？
不
思

議
な
話
だ
。 

３
６
５
日
市
内
の
何
処
か

で
常
に
道
路
が
破
損
し
た
り
、

土
管
が
老
化
し
て
い
る
筈
。 

そ
の
都
度
き
ち
ん
と
対
処

し
て
い
れ
ば
何
も
年
度
末
に

慌
て
て
集
中
す
る
必
要
は
な

い
。 道

路
で
は
、
車
、
自
転
車
、

歩
行
者
等
常
に
動
き
流
れ
て

い
る
。 

そ
の
動
き
、
流
れ
を
止
め

な
い
為
に
警
備
の
人
が
立
っ

て
い
る
が
、
こ
う
言
っ
て
は

失
礼
だ
が
警
備
会
社
の
指
導

が
良
く
な
い
の
か
な
。
赤
い

ラ
ン
プ
を
持
っ
た
人
の
手
際

は
全
て
と
は
言
わ
な
い
が
諸

手
を
挙
げ
て
立
派
と
は
言
い

難
い
。
そ
の
為
に
市
民
や
警

備
員
の
方
達
が
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
場
面
も
見
え
る
。

学
生
達
が
一
夜
漬
け
で
試
験

に
臨
む
の
は
個
人
の
問
題
。 

然
し
予
算
の
決
済
の
一
夜

漬
け
は
遺
憾
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

Ｎ
・
Ｙ 

編

集

後

記 

先
日
、
た
か
つ
き
フ
ェ
ス

タ
に
出
展
す
る
為
の
、
Ｅ
Ｍ

活
性
液
と
、
元
気
玉
を
指
導

を
受
け
作
り
ま
し
た
。 

土
と
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ･

活
性

液
等
を
満
遍
な
く
混
ぜ
、
テ

ニ
ス
ボ
ー
ル
大
の
団
子
に
丸

め
て
い
き
ま
す
。 

遠
い
昔
、
お
ま
ま
ご
と
遊

び
で
土
い
じ
り
を
し
た
頃
の

懐
か
し
い
思
い
出
が
浮
ん
で

き
た
り
し
ま
し
た
。 

今
後
も
何
度
か
実
習
や
学

習
を
し
て
行
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。 

Ｓ
・
Ｎ 

高
槻
市
防
災
講
演
会 

 

聴 
講 

報 

告 

ス イ セ ン 
「和名」：水仙  「科名」：彼岸花科 

「性状」：多年草（球根性） 

「原産地」：地中海沿岸が原産で、平安時代末

期に中国から渡来したといわれている。 

英名「ﾅﾙｼｻｽ」はｷﾞﾘｼｬ神話の美少年が、泉に

映った自分の姿に恋をして毎日見つめ続けた

ら、いつのまにか 1本の花になってしまった。 

 水仙にはいろいろの種類と開花時期によっ

て誕生日の花言葉もいろいろあります。 

房咲水仙（日本水仙）→思い出、記念 

ラッパ水仙 →持って生まれた素質 

口紅水仙 →詩人の心  糸水仙、→思い出 

笛吹水仙、→優しい追憶 

八重咲水仙、→田園の幸福 

 漢名の「水仙」を音読みして「すいせん」に

なった。「仙人は天にある天仙、地にある地仙、

水にある水仙」という中国の古典から、きれい

な花の姿と芳香が、まるで仙人のようなところ

から命名された。     Ｔ．Ｎ     

 

四 季 彩

甘
辛
チ
ャ
ン
ネ
ル 


